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新年明けましておめでとうございます。 
 
昨年を振り返ると、2012 年 12 月から続いているとされる景気回復局面が高度経済成長期の

「いざなぎ景気（1965 年 11 月～1970 年 7 月）」を超え、戦後 2 番目の長さとなりました。少

子高齢化や人口減少に伴う国内市場の縮小などにより景気回復の実感が乏しいとの声もあり

ますが、五輪関連工事なども含めて建設投資額は高水準で推移しており、長谷工グループにと

っては良好な環境だったと思います。 

マンション市況も、立地・商品・価格等の条件で売れ行きにばらつきがあるものの、新規供

給戸数は概ね昨年並みとなっており、全体的に堅調だったと思います。その中でも、夫婦共働

き世帯やシニア世代などのニーズをしっかり捉えたマンションについては、販売も順調だった

と思います。 
 
このような状況下、当社の連結経常利益は 16/3 期に 673 億円、17/3 期に 888 億円、そして

18/3 期も 950 億円（予想）と 3 期連続の最高益を見込んでおります。単体の受注についても

期初目標の 4800 億円達成のための材料も揃い、さらに受注の先行指標であるオプションも高

水準で推移しております。これは、営業、技術が一体感をもって業務に取り組んでいるからこ

その結果だと思います。 
 

今年のキーワードは“謹厳実直”とします。辞書には「きわめて慎み深く、まじめで正直な

さま」と記載されておりますが、ここ数年の好業績は、謹厳実直に一人ひとりが真摯に業務に

取り組み、積み上げてきた結果が形として現れたもので、皆さんを大変誇りに思います。また、

昨年は誰もが知っているような大手企業の不祥事がたびたび報じられました。決して他人事で

はなく、これらを他山の石とし、過信・慢心などによる安全・品質の問題やサービス低下がお

こらないよう、謹厳実直に、最良の品質と最善のサービスを提供するための絶え間ない努力を

怠らず、取引先・金融機関・顧客・協力会社との信頼関係を構築していく必要があります。 

 

昨年、長谷工グループは創業 80 周年を迎えましたが、次の節目の 90 周年、100 周年と発展

し続けるために、常 「々大企業ではなく、大いなる中小企業を目指そう」と言っています。「経

営方針・経営状態に関心をもち、その上で自分のやるべきことを考える」、「組織・会社の壁を

越えて、グループ全体のために行動する」、こうしたことを全グループ社員が実践できれば創

業 100 周年への道が拓けてくると考えています。大きく時代が変わり始めていることを実感し

ています。新しいことにも積極的に挑戦していきましょう。 

最後に、忙しい状況が続いていますが、心身の健康管理に十分に留意し、皆が明るく元気な

毎日を過ごせるよう、今年一年も頑張っていきましょう。 
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